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地方委員員会の
会長あいさつはこちらから�

議長を務めた小山晃さん議長を務めた小山晃さん
（基幹労連）（基幹労連）

学習会講師のＵＡゼンセン組織局学習会講師のＵＡゼンセン組織局
香西真全国オルグ香西真全国オルグ

会場でフードドライブを開催し21㎏の食料品会場でフードドライブを開催し21㎏の食料品
が集まりました　ご協力に感謝申し上げますが集まりました　ご協力に感謝申し上げます

グループ討議、ロールプレイングを通じ、グループ討議、ロールプレイングを通じ、
考えや気づき等を共有しました考えや気づき等を共有しました

松永中央オルガナイザーに研修会をコーディネート松永中央オルガナイザーに研修会をコーディネート
していただきましたしていただきました

調査実施中調査実施中

2027年度
連合新潟加盟組合一覧表
を作成するための調査

※ 報告〆切　
８月７日（金）

連 合 新 潟
ホームページ

ご協力をお願いしま
す

ご協力をお願いしま
す

(1) 第425号 2026年７月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

7月の主な活動
	 5日	 東海・北陸ブロック
	 	 　　　　事務局長会議

	 7日	 構成組織書記長・
	 	 　　　　事務局長会議

	10日	 北陸ブロック
	 	 　　　　代表者会議

	14日	 第3回政策委員会

	17日	 第9回四役会議

	24日	 第9回執行委員会

	25日	 女性ミーティング

組
織
の
垣
根
を
越
え
、

　
　
　

み
ん
な
で
考
え
、
行
動
を
！

…
…
…
…
…
…
…
…�

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
研
修
会 

…

　

６
月
24
日
、
連
合
北
陸
ブ
ロ

ッ
ク
主
催
の
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー

研
修
会
が
新
潟
市
・
ガ
レ
ッ
ソ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
福
井
県
、

石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
か

ら
構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
の

組
織
拡
大
担
当
者
等
44
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
で
地
方
委
員
員
会
を
開

催
し
、
地
方
委
員
・
役
員
の
合

計
１
０
５
人
が
出
席
。
冒
頭
、

小
林
会
長
は
、
春
季
生
活
闘
争

の
こ
こ
ま
で
の
賃
上
げ
結
果
が

昨
年
を
上
回
る
金
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
生
活
実
感
が
改
善
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
第
51
回
衆
議
院

選
挙
と
新
潟
県
知
事
選
挙
に
触

れ
、
厳
冬
期
と
春
季
生
活
闘
争

真
っ
只
中
の
協
力
に
、
感
謝
と

お
礼
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
「
２
月
以
降
の
活

動
」
と
「
２
０
２
６
年
度
上
半

期
の
財
政
」
を
報
告
し
、
４
つ

の
審
議
事
項
は
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
78
回
地
方
委
員
会

�

審
議
事
項

①
連
合
新
潟
２
０
２
６

�

春
季
生
活
闘
争
中
間
ま
と
め

②
２
０
２
６
年
度
予
算
の
補
正

③
役
員
の
交
代

④
今
後
の
主
要
日
程

　

春
季
生
活
闘
争
の
集
計
で
は
、

月
例
賃
金
の
引
き
上
げ
額
が
連

合
新
潟
結
成
以
来
最
高
額
を
更

新
し
ま
し
た
。
し
か
し
全
体
と

中
小
組
合
の
賃
上
げ
額
の
開
き

が
昨
年
よ
り
も
拡
大
し
た
こ
と

は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
中
小

組
合
が
継
続
的
に
賃
上
げ
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
す
べ

て
の
加
盟
組
合
が
決
着
す
る
ま

で
構
成
組
織
と
連
携
し
な
が
ら

支
援
体
制
を
継
続
し
、
さ
ら
に

は
人
事
院
・
人
事
委
員
会
勧
告

（
夏
季
）
と
確
定
闘
争
（
秋
季
）

に
向
け
て
、
官
公
部
門

構
成
組
織
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

「
春
季
生
活
闘
争
中
間

ま
と
め
」
の
中
で
確
認

し
ま
し
た
。
６
月
19
日

公
表
の
第
７
回
集
計
結

果
は
右
下
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
今
地
方

委
員
会
で
は
、
現
在
の

特
別
会
計
「
政
策
活
動
資
金
」

を
使
い
切
っ
た
後
に
備
え
て
、

新
た
に
「
政
策
推
進
活
動
資

金
」
を
作
り
、
一
般
会
計
か
ら

２
０
０
万
円
繰
り
入
れ
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
役

員
の
交
代
と
し
て
、
今
井
淳
副

会
長
（
日
教
組
）
か
ら
小
田
島

豊
副
会
長
（
日
教
組
）
へ
の
交

代
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
の
登
録
地
方
委
員
、
特

別
地
方
委
員
の
女
性
比
率
は

26
・
９
％
で
、
当
日
出
席
の
女

性
比
率
は
17
・
２
％
。

　
「
連
合
新
潟
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
２
」
の

目
標
で
あ
る
、
大
会
等
へ
の
女

性
組
合
員
比
率
に
応
じ
た
女
性

の
参
画
、
41
・
09
％
到
達
に
は

ま
だ
遠
い
道
の
り
で
す
。
各
組

織
で
も
女
性
参
画
率
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

組
織
拡
大
・
強
化
に
向
け
た

学
習
会
を
開
催

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

地
方
委
員
会
終
了
後
、
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
組
織
局
・
香
西
真 

全
国
オ
ル
グ
に
お
こ
し
い
た
だ

き
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
組
織
化
は

「
労
働
組
合
を
つ
く
る
こ
と
」

で
は
な
く
、「
新
し
く
結
成
し

た
労
働
組
合
が
永
続
的
に
活
動

し
、
組
合
員
と
家
族
の
生
活
を

守
り
続
け
る
仕
組
み
を
作
る
こ

と
」
で
、「
組
織
化
の
近
道
は
、

企
業
オ
ル
グ
に
よ
り
、
経
営
者

が
労
働
組
合
活
動
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
」
の
話
に
、
多
く

の
方
が
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
組
織
化
（
仲
間
づ
く
り
）

は
連
合
新
潟
の
最
重
要
課
題
で

す
。
学
習
会
に
出
席
さ
れ
た
方

は
、
組
織
内
に
内
容
の
共
有
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

は
じ
め
の
講
義
で
は
、
連
合

本
部
・
松
永
中
央
オ
ル
ガ
ナ
イ

ザ
ー
よ
り
、「
連
合
組
織
拡
大

プ
ラ
ン
２
０
３
０
」
フ
ェ
ー
ズ

Ⅱ
の
説
明
が
あ
り
、
組
織
拡
大

（
拡
大
実
績
の
上
積
み
）
と
組

織
強
化
（
組
合
活
動
の
強
化
と

減
少
へ
の
歯
止
め
）
を
両
輪
で

強
化
し
て
い
く
等
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

　

次
に
、
各
班
に
分
か
れ
、

「
身
近
な
人
た
ち
か
ら
の
仲
間

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
討
議
・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
で
は
、
参
加
者
全
員
が

組
合
未
加
入
者
役
と
職
場
委
員

役
を
交
代
で
担
い
、
職
場
で
の

組
合
加
入
説
明
の
場
を
想
定
し
、

声
掛
け
や
説
明
方
法
、
時
間
、

場
所
、
環
境
な
ど
の
設
定
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
で

出
さ
れ
た
考
え
や
事
例
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
通
じ
て
気
づ

い
た
こ
と
を
全
体
発
表
で
共
有

し
、
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
が
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

連合新潟  2026春季生活闘争 第7回集計結果（6月19日公表）

☆回答・妥結報告があった組合224組合（56,537名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2026額・率」と「2025額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答妥結集計 】

集計組合
2026 2025同時期 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計

～99 38 1,478 9,717 3.98 9,306 3.96 8,488 3.51 8,009 3.56 1,229 0.47 1,297 0.40 

100～299 56 7,544 11,500 4.14 11,718 4.26 11,228 4.28 10,668 4.07 272 -0.14 1,050 0.19 

300～999 38 12,492 14,060 4.66 13,179 4.51 12,629 4.30 11,742 4.11 1,430 0.36 1,437 0.40 

1000～ 17 24,508 14,934 4.77 15,205 4.68 15,548 5.13 15,063 4.96 -614 -0.36 142 -0.28 

計 149 46,022 13,966 4.61 11,873 4.30 13,821 4.72 10,765 4.05 146 -0.10 1,108 0.25 

【一時金：回答・妥結集計】

　回答・妥結報告があった組合は、年間70組合（18,173名）、夏季のみ30組合（6,021名）。
額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。

１．年間回答妥結集計結果

業種別
集計組合 2026 2025同時期 対　　　比

組合数 人員 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

額 集 計 43 8,461 1,450,993 1,274,034 1,420,084 1,257,404 30,909 16,630 

月数集計 59 17,027 4.48 4.26 4.48 4.36 0.00 -0.10 

２．夏季のみ回答妥結集計結果　※夏季のみ回妥、年間回妥含む

業種別
集計組合 2026 2025同時期 対　　　比

組合数 人員 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

額 集 計 60 11,489 631,170 605,300 617,510 584,321 13,660 20,979 

月数集計 78 14,370 2.22 2.13 2.23 2.11 -0.01 0.01 

『
賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
』

『
賃
上
げ
が
あ
た
り
ま
え
の
社
会
』

��

に
向
け
て
前
進

に
向
け
て
前
進

第第
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回
地
方
委
員
会
を
開
催

回
地
方
委
員
会
を
開
催
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新潟推進本部
( 新 潟 県 総 合 生 活 協 同 組 合 )

「こくみん共済 coop」は営利を目的としない保障の生協として共済事業
を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安心とゆとりある
暮らしに貢献することを目的としています。この趣旨に賛同いただき、
出資金を払い込んで居住地または勤務地の共済生協の組合員となること
で各種共済制度をご利用いただけます。

新潟ろうきん 新潟ろうきん 検 索

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

橋岡会長（左から4番目）から本格的な審議に向けた激励がありました橋岡会長（左から4番目）から本格的な審議に向けた激励がありました

沖縄の歴史について理解を沖縄の歴史について理解を
深めました深めました

各地方連合の取り組みも共有できました各地方連合の取り組みも共有できました

各構成組織の現場の状況を共有しました各構成組織の現場の状況を共有しました

2026年７月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第425号

　

少
し
前
に
人
生
３

回
目
の
胃
カ
メ
ラ
検

査
を
受
け
た
。
１
回

目
は
「
鼻
か
ら
の
ほ

う
が
楽
で
す
よ
」
と

勧
め
ら
れ
た
が
ス
コ

ー
プ
が
入
ら
ず
、
口
か
ら
に
変
更
。

鼻
の
麻
酔
は
意
味
な
し
。
２
回
目
、

前
回
は
出
来
な
か
っ
た
と
伝
え
て

も
「
今
回
は
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
！
」
と
い
う
謎
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
は
い
30
秒

で
口
か
ら
に
変
更
。
そ
し
て
今
年
、

「
機
械
が
新
し
く
な
っ
た
の
で
！
」

と
言
わ
れ
期
待
し
た
が
ダ
メ
だ
っ

た
。
も
う
や
り
た
く
な
い
が
次
が

あ
る
と
し
た
ら
鼻
か
ら
は
で
き
な

い
と
強
く
言
お
う
と
お
も
う
。

�

（
玉
）

■■ 青年女性交流会の紹介 青年女性交流会の紹介
�� ■■■■■■  柏崎地協 発    柏崎地協 発  ■■■■■■
　６月20日、柏崎市市民活動
センター「まちから」を会場に、
青年女性委員会主催による「防
災×ボッチャ交流会」を開催し、
41人が参加しました。
　2007年の中越沖地震から19
年を迎える中、改めて防災について学ぶとともに、組合構成
員同士の交流を深めることを目的に、青年女性委員が中心と
なって企画・運営を行いました。
　防災学習では、まちづくりコーディネーター会田理恵子さ
んの協力のもと、避難所運営ゲーム（HUG）を実施しました。
４人ずつのグループに分かれ、地震発災時の学校施設を想定
し、避難所運営をシミュレーションしました。参加者からは、
災害時の対応の難しさや日頃の備えの重要性を実感したとの
声が聞かれました。
　ボッチャ交流では、３人１組による予選リーグと決勝トー
ナメントを行いました。初めて競技を体験する参加者がほと
んどでしたが、会場は大きな歓声に包まれ、大いに盛り上が
りました。
　交流会終了後の懇親会でも親睦を深め、組織や職場の垣根
を越えたつながりづくりにつながる有意義な一日となりまし
た。

私の私の地地
まちまち

域域からこんにちは！からこんにちは！⑳⑳

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
て
想
い
を
共
有

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
担
当
者
会
議
を
開
催
！

　

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
（
新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
）
は
、
６

月
10
日
に
福
井
繊
協
ビ
ル
（
福

井
市
）
で
２
０
２
６
年
度
最
低

賃
金
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、

連
合
新
潟
か
ら
８
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
開
催
県
の
連

合
福
井
・
橋
岡
会
長
は
、
最
低

賃
金
は
働
く
仲
間
の
生
活
を
支

え
る
重
要
な
制
度
で
あ
る
こ
と
、

地
域
水
準
を
底
上
げ
す
る
役
割

も
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど

に
触
れ
つ
つ
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
が
、
誰
も
が
希
望
を
も

っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

か
ら
、
２
０
２
６
年
度
の
各
地

域
で
の
論
議
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
最
善
を
尽

く
す
よ
う
、
出
席
者
を
激
励
し

ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
の
提
起
で
は
、
令

和
８
年
度
の
最
低
賃
金
審
議
は
、

労
働
の
対
価
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
水
準

へ
引
上
げ
る
こ
と
、
地
域
間
の

額
差
を
縮
小
す
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
加

え
、
中
期
的
目
標
と
し
て
、
一

般
労
働
者
の
賃
金
中
央
値
の
６

割
水
準
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と

が
説
明
さ
れ
、
出
席
者
全
員
で

確
認
し
ま
し
た
。

　

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
委
員

で
も
あ
る
、
連
合
・
仁
平
副
事

務
局
長
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
目
安
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、

前
年
以
上
の
水
準
か
つ
早
期
の

目
安
答
申
と
な
る
よ
う
最
善
を

尽
く
す
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
の
目
安
審
議
を
経
て
、
７

月
下
旬
を
目
途
に
新
潟
県
の
最

低
賃
金
審
議
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
の

賃
上
げ
の
勢
い
を
最
低
賃
金
へ

波
及
さ
せ
、
物
価
上
昇
に
負
け

な
い
最
低
賃
金
の
引
上
げ
と
な

る
よ
う
、
新
潟
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
の
労
働
者
代
表
委
員
全

員
で
心
あ
わ
せ
を
行
い
、
審
議

に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

　

６
月
12
日
、
石
川
県
金
沢
市

で
、
２
０
２
６
年
度
の
連
合
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
政
策
担
当
者
会
議

が
開
催
さ
れ
、
連
合
新
潟
か
ら

２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
連
合
経
済
政
策

局
か
ら
、「
連
合
の
政
策
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
の
各
担
当
局
で
は
、
官

邸
・
財
務
省
・
厚
生
労
働
省
な

ど
へ
適
宜
要
請
を
実
施
し
て
お

り
、
骨
太
の
方
針
や
概
算
要
求

へ
の
反
映
に
向
け
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。「
２
０
２

６
年
度
連
合
の
重
点
政
策
」
に

つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
説
明
も
あ

り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、

地
方
連
合
会
の
各
担
当
者
か
ら
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
関

し
て
や
、
中
小
企
業
へ
の
支
援

策
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
関
わ

る
意
見
・
要
望
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

連
合
新
潟
政
策
委
員
会
で
は
、

新
潟
県
予
算
へ
の
施
策
要
望
に

向
け
、
連
合
の
重
点
政
策
を
踏

ま
え
て
議
論
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

６
月
26
日
、
連
合
新
潟
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会
と

女
性
委
員
会
は
、
新
潟
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
へ
の
要
請

行
動
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

連
合
で
は
、
６
月
を
男
女
平

等
月
間
と
定
め
、
性
別
・
年
齢
・

国
籍
・
障
が
い
の
有
無
・
就
労

形
態
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
雇
用
環
境
・

均
等
室
へ
の
要
請
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

要
請
の
内
容
と
し
て
、「
仕

　

今
回
、
２
０
２
６
平
和
行
動

in
沖
縄
へ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
私
自
身
、
沖
縄
県

へ
の
訪
問
は
人
生
初
で
あ
り
、

風
土
や
文
化
を
肌
で
感
じ
な
が

ら
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
よ
い
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
沖
縄
県
の
持
つ

壮
絶
な
歴
史
や
、
現
在
に
至
る

ま
で
続
く
基
地
問
題
な
ど
に
つ

い
て
は
知
識
と
し
て
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
現

事
と
育
児
・
介
護
等
が
両
立
で

き
る
就
業
環
境
の
整
備
」
に
関

す
る
３
項
目
、「
女
性
の
活
躍

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
多
様
性

を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
」
に

関
す
る
４
項
目
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

雇
用
環
境
・
均
等
室
か
ら
は
、

「
各
要
請
項
目
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
労
働
局
と
し
て
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
現
場
の
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
女
性
活
躍

地
で
見
て
・
聞
い
て
・
体
感
す

る
こ
と
で
、
よ
り
リ
ア
ル
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
平
和
集
会
、
２
日

目
は
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
と
い
う
行
程
の
中
で
、
全
国

か
ら
参
集
し
た
構
成
組
織
・
地

方
連
合
会
の
仲
間
と
共
に
鎮
魂

と
恒
久
平
和
へ
の
決
意
を
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
沖
縄
戦
で
激
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
嘉
数
高
地

の
推
進
や
、
固
定
的
役
割
分
担

意
識
に
つ
い
て
な
ど
、
各
現
場

の
実
態
を
伝
え
な
が
ら
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

連
合
の
重
点
政
策
に
つ
い
て

議
論
を
実
施

２
０
２
６
平
和
行
動
in
沖
縄
に
参
加
し
て

�

連
合
新
潟
　
新
潟
地
域
協
議
会
　
事
務
局
次
長
　
関  

真
之
介

新
潟
労
働
局
へ

「
男
女
平
等
に
関
す
る
要
請
」
を
実
施

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
政
策
担
当
者
会
議

（
当
時
の
70
高
地
）
で
は
、
頂

上
の
展
望
台
か
ら
普
天
間
飛
行

場
が
一
望
で
き
、
オ
ス
プ
レ
イ

を
始
め
と
す
る
米
軍
機
が
駐
機

さ
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
基
地
内
を
通
過
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
救
急
車
な
ど
の

緊
急
車
両
が
回
り
道
を
す
る
必

要
が
あ
る
等
、
基
地
を
抱
え
る

沖
縄
特
有
の
多
く
の
問
題
に
つ

い
て
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

戦
後
も
80
年
を
超
え
、
戦
争

経
験
者
が
減
っ
て
い
る
と
共
に
、

戦
争
は
遠
い
国
で
の
出
来
事
で

あ
る
と
い
っ
た
受
け
止
め
を
す

る
人
も
多
く
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
引
き
続
き
歴
史

に
学
ぶ
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

の
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
本
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
思
い
ま
し
た
。

2026年 連合地協「平和運動」実施予定一覧
地協名 日　時 イ ベ ン ト 名 実 施 場 所

下越地協 ８月22日（土）
13：30～ しばた平和のつどい 新発田市生涯学習センター

講堂

新潟地協 ８月20日（木）
18：30～ 広島被爆伝承者講話 クロスパルにいがた

佐渡地協 ８月11日（火）
14：30～ 平和集会 佐渡島開発総合センター

両津港佐渡汽船ターミナル

県央地協 開催なし

中越地協

７月31日（金）
18：00～20：30

第32回平和の森コンサ
ート 平和の森公園

８月１日（土）
８：00～８：30 平和祈願祭 平和の森公園

８月１日（土）
９：00～９：40 平和祈念式典 アオーレ長岡アリーナ

８月１日（土）
10：15～11：50

第19回ながおか平和フ
ォーラム アオーレ長岡アリーナ

柏崎地協 開催なし

上越地協 開催なし


